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両面4色ドライ･リリーフ･オフセット新聞輪転機
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作所ほ国内はもちろん,諸外国でも

容 梗 概

現を見ていない,ドライ･リリーフ･オフセット方式による新

聞印刷を実用化するため,昭和33年にドライ･リリーフ･オフヒット印刷の実験機を 作し,慎重に各種の研

究を行ない,木方式で良質な新聞印刷を行なうことができるという結論を得るに至り,引き続き実用機の設計,

製作を開始した｡

本機ほ1,625mm(64インチ)幅の新聞用巻取紙に,版胴の回転速度300rpmで印刷するものである｡

本棟の設計に当たってほ,前述の基礎研究と過去における多くの高速度多色輪転機製作の経験とを生かし,

取り扱いや保守の安全容易をほかった｡

本磯ほ次の特長を持つ画期的な新聞輪転機である｡

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

版の取り付けは真空により行なわれ,操作は迅速かつ確実である｡

張力自動詞整装置により常に紙の張力を一定に保ち色見当の精確を期している｡

自動紙継ぎ装置を有し,連続印刷をすることができる｡

色見当の整合は押ボタン操作により簡単に行なうことができる｡

インキの調整はスイッチにより遠隔操作できる｡

乾燥装置を備えており,印刷効果の向上が計られている｡

ト 緒

印刷物の多色刷化および広告活動の活発化に伴って,新

聞は次第に色刷への意欲が強くなり,｢読む新聞｣より｢見る新聞｣

に移行している｡従来の鉛版方式による色刷印刷でほ紙形を基に版

を作るため,精確な版を作ることが困難で,またスクリーン目も粗

大なものしか使用できず,したがって鮮明な印刷ができない｡

以上の難点を解決する方法としてオフセット印刷が着目され,大

新聞社で使用されほじめている｡オフセット印刷は美毘ではある

が,水を使うため迫力の乏しい印刷物となる｡これに対しドライ･

リリーフ･オフセット印刷方式は,版が凸版形式であるので水装置

が必要でなく,版が精確で印刷効果は格段に向上する｡版ほ版材に

直接製版したものを用いるので,スクリーン目の細いものが使用で

き,したがって印刷物の階調が豊かで美麗な印刷面を得ることがで

きる｡

このように美い､,ドライ･リリーフ･オフセット方式による新

開印刷機を実用化するため,基礎研究機の試作を行ない,これを基

に静岡新聞社と共同で各種の研究と実験を重ねて,木方式により良

質な多色新聞印刷を行なうことができる結論を得た｡

日立製作所はいままで数多くの各種多色輪転機を製作して,豊富

な経験を積んでいるが,ドライ･リリーフ･オフセット印刷は,特

に高度の機械的精度を必要とするので,きわめで慎重に本機と取り

組み,各種の基礎研究と実験を行ないながら設計し,優秀な工作技

術を駆使して製作し,ここに両面4色ドライ･リリーフ･オフセッ

ト新聞輪転機を完成したのである｡

以下その性能および構造の概要を説明する｡

2.特 長

2.1高精度,高能率

本機の印刷速度は版胴の回転数として300rpm,印刷部数として

は4頁新聞で毎時72,000部印刷することができる｡また自動紙継ぎ

装置を有し,連続運転が可能である｡

*
日立製作所川崎工場

第1図

本磯の版は約0.8mm厚の版材に深さ0.15～0.3mm程度の腐食を

行なった浅い凸版を用いる関係上,胴およびインキローラは特に高

精度に製作されている｡さらに高速運転においても鮮明な印刷を行

なうために,回転部分は完全なバランスをとるとともに主要歯車ほ

すべてマーグ歯車研削盤で研削し,ガーダ部,ユニットフレームな

どを十分強固にして,振動と騒音の防止に万全を期した｡

2.2 取り扱いの容易

新聞の発行は朝夕刊ともに寸秒を争って行なわれる｡したがって

新聞輪転機においては取り扱いが容易で保守が簡便であることが最

も重要である｡

木椀においては印刷の準備時間を短縮するため,インキゴムロー

ラ調整方式の新機構,インキローラ洗浄装置の設置,ゴムブランケ

ット交換の容易化,自動紙通し装置の装備,版取付操作の容易化,
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第2図 全 体 図 (ポンプ側)

第3図 ワールドリッヒ･ジーゲン社製プレーナ

による印刷ユニットフレームの加工

各種調整装置の電動化などをはかり,また円滑に安全運転が行なえ

るよう,シグナル系統の充実および安全装置の装備に十分な考慮を

はらっている｡

2.3 自動紙通し装置

新聞輪転磯においては紙通しはかなりやっかいな仕事で,大形機

ほどますますやっかいである｡

本棟は給紙部からユニット下までと,胴入口から乾燥装置入口ま

での紙通しのやりにくい個所に設けてある｡

2.4 自動紙継ぎ装置

連続して印刷を続けるためには巻取紙を機械を停止することなく

継ぎ足す必要がある｡本枚は3本の巻取紙を常時3本装着でき,機

械を停止することなく,新しい巻取紙に継ぐ場合には高速印刷状態

で押ボタン操作により簡単に紙継ぎができる｡このことは機械を高

能率に運転するた桝こきわめて重要なことである｡
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2.5 弓長力自動調整装置

走行耗の張力を常に一定に保つことほ,高速度で良質

の見当の合った印刷を行なうためには絶対の条件であ

る｡本機は印刷速度および巻取紙の径の変化に順応して

紙張力を自動的に検出し,調整しているので常に良好な

印刷ができる｡

2.d 真空版取付装置

輪転機の版取付時間は直接新開発行を左右する問題で

あり,版取付の迅速かつ精確化が要求される｡

本機の胴に対する版の取り付けは,各色別の版を定位

置にて簡単なレバー操作により短時間に殖実に取り付け

ることができる｡

2.7 ワイビング装置

多色刷においてほ紙ほこりおよびインキがゴムブラン

ケット上に付着し,印刷効果を悪くする恐れがある｡こ

のため巻取紙の紙ほこりを取る除塵(じん)装置およびゴ

ムブランケット上のよごれを取り除くワイビング装置を

備え,印刷中常に鮮明な印刷が行なえるよう考慮.されて/二

いる｡

2.8 自動強制給油装置

高速運転を行なうためにほ,信頼のおける給油装置が

必要であるが,木椀にほ自動強制給油装置が設けられて

おり,ギヤボックス,軸受部などめ回転部分には確実に

給油が行なわれるようになっている｡

2.9 乾 燥 装 置

多色刷の効果を上げるためにほ紙面に刷られたインキを乾燥させ

セ､ソトさせることが重要である｡もし-ト分に乾燥されない場合は,

ガイドローラそのほかに付着したインキが紙に裏移りして印刷物を

汚損して商品にならない｡

本装置は多年にわたってオフセット印刷で成果を上げている,日

立製作所独特の方式に享る乾燥装置で印刷効果を十分向上させてい

る｡

3.仕

形 式

巻取紙寸法

版 の 厚 み

印 刷 速 度

主 電 動 機

機械の大きさ

4.1概

RD44-BoFl

最大幅1,625mm

最大径1,000mm

O.762mm

72,000部/時

55kW巻線形三相誘導電動機×2台

長さ10mX幅5mx高さ9.3m

4.各部の構造

要

本機はストソリール式給紙部,片面4色刷印刷ユニット2台,乾

燥装置,折部および駆動装置より構成されている｡

印刷部は強固な支柱と横はりにささえられたベッドに固定されて

いる(弟2図全体図参照)｡

給紙部は印刷部下部の支柱間におかれており,いわゆる地下給紙

構造となっている｡

紙ほ給紙部より,ガイドローラ,スプリングローラ,ダンサロー

ラを通って裏面印刷ユニットにはいり,表面色印刷が行なわれる0

印刷を終わった紙は乾燥装置によって十分乾燥され,次いで冷却ロ

ーラによりセットされて;表面印刷ユニットにほいり,ここで表面

に4色印刷され乾燥装置,冷却ローラを通って,その後さらにガイド

ローラ,ターンバーなどを通り折部に進み,折畳まれて排紙される○

,一-.一/
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第4Lズ1テンションべ′し卜および仁1動祇継ぎ装置

4.2 給 紙 部

3木の巻上l畑tをそ′fしぞれニi木〃='--ノ､〃)一端にささえるいJメ♪る

ストン･リール･スタンドと称せら｣Lる給紙機で,リー/Ll叶虹装辟,

リ=ルサイドレイ装置,張ノ｣i′l動調盤

ド=‥--ラなどより構成されている｡

躍,1二l動祇継ぎ襲闇,ガイ

ストンリー′しほ直通l明封･ゴよひ袖h方向移動(-1卜rトレイ)む行な

うことができる〔.

新聞‖~ri即1又紙は帖1,625111nl(64インナ拍昭雄胡､1`法でごと〉三ノが,

17〔巨ハ機械で2真書たは6真新Ⅶ=_･印刷する場rトいフ〕り,その‖いこ

ほ∬幅ふるいは弓′=跡ハ巻取祇一日和~r】す1:)け･1,リー,′しi用摘は適､11に

調催することができる構造になっている√.

張力F′1動調整装腔ほ,印刷中の紙の張ノ｣む常に一定の植に附＼卜す-

るための自動制御装置である｢.多色刷印刷にふt.･､て｢比当狂い_iの

最大凰ノヾ聴,印刷紙の張力の変化による紙ヴうィ巾びの変化にj占づくも

〃~)でふる｢､したがって.~兄三】うの‥二しい_lすく､■′巨た】三l川Ij物む得るため

にほ,こ〃)跳の脹ノJのイl勅;l胴肛粗Ir′'たが必柴である｡

木裳腔はトルクモータとダンサローラとにより構成さかでJ■J),

飢の.j`昔ぷ引去ノノに刈する引･ミカ変化なダンサロwラの位躍の変化として

検出する｢.そのf〔~i`シJ･によってトノしクモ一夕の出力トルクを制御し-,

巻11畑tにブレーキをかけるブレーキベルトの張力を変化させて紙の

脹ノJを廿三組の他に制御L,ふたたびダンサーコーラを7仁常な位右判′こ引

きもどす｡紙の設定張力の調整ほオン1ナローラにつりたうバランス

ウエイトの腕の良さを変えることにエリ行なわれる｡

Irt劫紙継ぎ装置は紙滋つなぐときに新Lい巻取舐にのり付けする

とともに古い紙の後続を切断する装超である｡

操作は一仰の抑ボタンを押すと,スプレイ装置により液が購射L,

巻取祇にあらかじめ塗らJLたのりに粘性をfl三ぜしめで■【■-い紙へのり

付けされ,次いでカッタにより古い航の後続を切断する｡木製眉匿

より高速印刷時においても確実に紙継ぎができ,きわめて能率的に

印刷が行なえる｡スプレイノズルほ巻紙忙対して有効に液を噴射す

るよう位置決めされており,斜め上下方向に電動で移 するように

77

なっている｡祇継ぎ時以外は上にあがってリールの回転に対してじ

やまにならないようになっている｡

給紙音iユの上部にほ除焼装超を設けてふるので,巷椒机に付着して

いる航ほこぃを除去し,印刷掛こはいってからの印刷効果の向_1二を

果たしている｡

4.3 E口 刷 部

l与川l川いjの乱闘ま1ン恒_〕共通な比胴わ用【榔こ4組のゴム胴.bよび版

胴が放刺状に配置され,猷ほ圧胴に巻き付けられて拘束された状億

第5図 版 胴 外 観

第6図 版を取り付けた状態

で連続的に片面4色のl二り刷が行なわれるの-封正当の址いカ:､なく鮮明

な[l川IJを行なうことができる｡

(1)圧 胴

圧胴ほ鋼板溶接製で印圧に対する十分な強度と精度を保つよう

矧刊こ製作され,軸受忙はテー/ミローラペアリングを使用してい

るr.J日嗣両端にほゴム胴との印虹接触用の焼入したベアラを収り

付けてある｡

(2)版 帥】

版胴ほ鍛鋼製で/くアリングにはテーパローラベアリソグを佐川

している｡版胴 血行こほ8面の版を取り付けることができ,才了半

分と左､【二分とは60度食い違って似り付けられるようになってい

る｡

ニれほ版の切臼が版胴の軸方向に一直線になっていると,その

切I]でl三り止が抜け,祇の張力の変化やインキ着ローラのおどりに

よる巨l｣刷効果の想化などを防ぐためである｡

版の敬川付けには真空吸着を採用しており,版にあけられたレ

ジスタビン穴を版胴表面に設けられたレジスタピソにそう入し,

バルブ操作により簡単確実に吸着することができる｡レジスタピ

ンほ各色の胴とも精確な位置に取り付けられ,版を取り付けると

その■まま各色の版ほすべて正しく見当が合うようになっている｡

(3) ゴ ム 胴

ゴム胴は版胴と同じく鍛鋼製でベアリングにはテーパローラベ

アリングを使用している｡

ゴム胴表面にはゴムブランケット取付のみぞがあり,ゴム胴内

に糾み込まれた巻11文相によって取り付けられる｡このみぞほ版胴

と同様忙中央よりム半分と左半分がそれぞれ60度食い違っ.てい

る｡またゴム胴衣面ほノ‥､･--ドクロームメッキが施され,さびによ

る印ほむらの きないよう考慮されている｡

(4)ゴム胴着脱装置

ゴム胴ほ非印刷時には比胴および版胴から離れており,印刷時
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第7図 版 胴 構

第8図 版取付操作用バルブ

にほ旺胴,版胴に接触して印刷が行なか直る｢､

胴の着脱ほ断時に動作させる必要があるので,圧縮空気を用い,

エアシリンダによりゴム胴のユキセン軸受を回動させて行なって

いる〔挫作ほすべて押ボタンにより行なj･つれる⊂.

(5)lてl=_仁調整

虹胴,ゴム胴問の印圧ほ,ゴム胴着脱装置途･-いに.設けられたタ

ーンバックノしにより行なわれ,馳駆とゴム胴l~さ司の[り山よ,版胴拓-i

心箇の外〃錮こ刻まれたウォーー1トホイールをウォームにより回転さ

せて行なう｡操作はカノミ【の外側で容易に行なうことができ,調

整量ほ印盛に表示さjtるっ

(6) インキソグ装笛

インキング装荷は4本のインキシリンダ,9本のゴムローラお

よびインキつばより構成され,ノ各色のインキング装提は単独に切

り離すことができる｡

(a) インキシリンダ

4本のインキシリンダほ胴駆動とほ別の駆動系統から駆動さ

右,インキシリンダの回転な利川し1てウォームとウォームホイー

ルによるri~1批供振り機構により供振りされ,後述のインキつば装

鞋からインキな供給さjし ゴムローラ,インキシリンダによって

インヰを練りながら版に供給する｡

(b) インキゴムローラ

インキゴムローーラは宕ゴムローラ3本,練ゴムローラ5本およ

び移しゴムローラ1木,計9本であり,取扱容易な合理的配置と

してあるく.

1キゴムローラほ直j~掛仮にインキむつけるローラであり,前述の

とおりほい腐食の版表血匿･rンキをつけるので接触圧ほ微少なこ

とが必要である.｡もL接触卜上三を強くした場合ほ版の腐食底部にも

インキが右いて.ゴムブランケットに移る際に印刷部以外の個所

のインキが移り,きたないl三l榊J物となる〔ノ
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l

第9図 インキゴムー~∫-ラ軸受

第10図 ドク タブレード遠隔調整用制御紆

したがって着ゴムローラおよび軸受ほ事1-捕引立が要ノjミさJL,また

微少な調葉が熔場に行なわJしねばならない｡

宕ゴムローラは練ゴムローラより硬度なかたくし,高紬願こ加

▼I二されている｡軸受装腔ほ謡描射姐こか/_〕微少な.調整が耽美に行な
えるよう独特な設計が施されている｡また差ゴムローラは｢軋述の

ゴム胴着脱に 非巨l川川手にはH女川司カ､ら離Jt,インキの仇

給を遮断するほか手動用切換装置を備宜ている〔

練ゴムローラ軸受ほ,インキシリン′ダに対する銅盤が㈲叫こ行

なえるようくふうされているrノ

(c)インキつば装il'′'】:

インキつばローラの回転は,本㈲紳助帖_にりfJイ〔J小,･ナンニl⊥

量の調葉はドクタブレードを那整して7_ナなうほか,移Lゴムロー

ラのつばに対する接触=引用な加減L-て子j■▲なうて.

ドクタブレードほ32枚で持い友さJt,1枚ごとに調葉ネジにより

調整される｡調整ネジの才封′†三ほ手連射葉什がfJ'なわ′jしると川申こ,
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ストソナにrti)遠l刷馴′ドが7∫~なオ)れる｡

追l捕則1;ほフレーー左外川に佳･l-｢伽こ.テ笠り-仁一_)れた祐色別の;l服卸箱

のスイッチな膿溌のい守丸かこ操作することによりl′l動r佃こ所要

個所のドクタブレードが調幣さ′チし,デイノトロンで調整h;二がお′J二さ

JLる.Lうにな/,ている∩

(d)イン寸前浄矧lソ亡

インキ子l抒伸=＼'クタほ,ゴムブレードによって金ローラよりイ

ンキをかきとる方式∴亘一一ラフir砂､ノ)ず,岡里容易にテ.【テ浄すること

ができる｡

(7) ワイビング製詳l:

辿組1川l=こつ.れて,ゴムブランケット夫耐こはほこりとインキ

が付J･てテLて,駄目Ii呵~1つ吏りむ牛tたり,インキの転移が悪くな

ったりして,印刷効≠宣慢∵する恐れがある｡この場合に機械を

と〟)ずに印刷状態のままゴムプランナ､ソト表面についたよごれを

掛川除き,[lj刷を続=することができるようワイビング基躍が設

けられている｡

ワイピソグ装腔ほゴムブランケ､ソト未面からユニれを転移させ

る企ローラおユび金口ーラに移されじ上ごJLなさらに移し取って

清浄するゴムローラより成り,ゴムーコーラは洗浄液･l~1に浸りなが

ら仲1伝Lてよごれな洗い灘とL′,ドク_タにてかき落とし,金ロー

ラを常にi■l!f浄な:り･こ態とLてゴムブランケット対面に接するように

なっている｡

ワイビング裳mの弟脱ほJ~】~堀留技ほ常いて,エアシリンダむこよ

㌻行たい,新規速度の調整が?宇射二かつ効り∬1勺に行なえるよう調

整矧｢'■亡が設けられている〔また金口ーラは回転中Ⅵゴムブランケ

ットに接触させるたム/),金ローラはゴムブランケット表面こ接触

する前にあらかじめゴム朋の用速とほぼ近くなるような｢小伝が与

えられる構造になっているr.

(8)デテクタおよぴペーパカット装躍

運転中紙切れを生じた場合ほ,デテクタで検糾し,機械を停止

させるようになっている〔.さらに印刷ユニット上部の紙人l~1部に

べーパカット装躍な設けてあり,デテクタの動作と同一l一如こカッタ

により後続紙を切断し,胴に対する紙の巻込みを帆1二する∩ 切断

された織続航は扶持されて,下に落仁Jることがなく,次カIド〕の紙

通Lに仙利にな/つている｢､

(9)比｢11_幣合基m

紙張ノル)変動などl･こより比ごうの狂いを〈_巨じた場で‖こはスイッチ

撲作により了馴`1･に見､■-1の_整合が行なえるようになっている｡

本機の見当~整合矧lワたほ,他方のゴム胴,版胴に対する位粗を変

えて,見､11を整rナさせるもけ~(さぁる｢.整合量ほランゾ〟)ノさぇ掛こよ

′うて碓認でき作葉上仲川こな-1てい三J′-.
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第12｢.窒1見 当 装 置

第13図 エ レ ベ ー タ 装 置

(10)エレベータ装置

本棟は特に大形のため版取付などの操作が同一床面仁でほ行な

えないので,印刷ユニットの両側に舛降1′】f仁な電動ステップを.設

けてある｡

ステップは作 古が来って,作 がLやすく,円滑に上昇,下

降するよう合理的に設.汁製作されており,作

に役だっている｡

ム4 寺乞燥 装 置

各印刷ユニット上部に祐1基の乾

終わった印刷面を乾燥させる｡

能率の向上に大い

装躍を.設けておF),4色印刷

乾燥装躍は印刷面側に5本のガスバーナのはいった佗煤室と冷風

を吹き付ける冷却圭とよりなっている｡

印刷面ほ直接ガス炎を当てて乾燥させ,冷却※においてノズルか

付椚射される冷風によりインキガスを剥(はく)離しながら冷却し,

さらにクーリングローラにより冷却してインキをセットさせる｡

乾 ほ日動的に行なわれ,本棟を運転して所定の印刷

速度に達すると,乾燥フードは自動的に閉まり,ガスがノーごエ火される｡

ノ､与､火の確認ほプロテクトリレーりこより検出され表示般に 示され

る｡そのほかのガス,エア関稀船具の状熊も末ホ盤に末示さJL,常



1750 昭和37年11月

第14図 乾 燥 装 置

立 評

紙ノ

に状態を監視しながら印刷することができる｡

紙切れ時,あるいは機械停‖二時にほガスほl上1動的に消え,乾燥フ

ードは開いて予熱による印刷紙のこげつきを防1ヒしている｡

4.5 富区 動 装 置

駆動用モータとしては印刷ユニット1台につき,主電動機および

微速用電動機各1台を班用し,印刷ユニットを2台連結して両面4

色印刷する場合にほ,両者を_並列運転して,版胴回転数ほ8rpmか

ら最高300rpmまで連続に変えられる｡

各印刷ユニットほクラッチにより切り離L,単蔓如こ運転すること

もできる｡

主電動機は強制冷却の単独フアンを内蔵した他冷却方式の55kW

巻線形誘導 動機で,出力の割に′ト形であり,スペースの減少に役

だっている｡

本機の駆動は納先の既設の折機および印刷ユニットと連結連廠港

行なうことがあるので,既設機との 的気電 結方式にむ ふ

ノ
＼
､

な特独ま

うがなされている｡なおfl何の変動に備えて〕一-トトランスを設け

てある｡

微速用電動枚は,ブレーキ装置を内蔵した3.7kWギヤードモー

タを使用しているので,Fj潤守こ運転でき,迅速に停止することがで

きる｡主電動機と原動主軸との連結にはローラチェーソを使用し,

完全密閉のオイルバス式としてある｡

4.る ■電気 操 作

本機の操作関係ほ複雑であるので,取り扱い,操作は安全かつ容

易に行なえるよう危険防止のインタロックおよぴ 転表示を完全に

し,安全運転と能率の向上に対し万全を期している｡

各所の作動部および調整部は盲盲5一触の電動機により,

操作として,1個所で集中的に撲作できるとともに,

おいても単独に押ボタンで操作できる｡

登録新案弟703219号

遠隔押ボタン

操作部朋けに

新 案 の
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第15図 版吸着用真空ポンプ

4.7 版吸着用真空ポンプ

版吸宕用兵空ポンプにほ,高性能の液封形を使川Lており,粕川

扱いが簡単で,連続運転に十分耐えるものである｡本機とのインタ

ロ＼ソクが完全であるとともに,本機と真空ポンプの配管

槽を設け徹底Lた安全策を講じてある｡

5.結 l:::∃

小に真空

以上説明Lたように,ドライ･リリーフ･オフヒット新抑 転機

は,水を使用せず,洒掛こ浅い腐食を行なった版を1iJいた,まった

く画期的な輪転機で, 界の～-1て臼を浴びている｡

日立製作所ほわが国ほもちろん,世界でも始めての両血4色ドラ

イ･リリーフ･オフセット新聞輪転機をここに完成することができ

た｡ 運転の結果もきわめて好調で,設計製作に当たって支払った

幾多の苦心と考案が結実したわけである｡

筆者らはこの経験を牛かLて今後ともさらに優牒兢印刷機の製作

に努力する考えである｡

終わりにのぞム,本機の製作忙､11たり程々ご指導をいただいた静

岡新聞社鈴木工務局長,中村工務局次長以下関係各位肥牒甚なる謝

意を表する次第である｡

紹 介

可 変 厚 平 型 ケ ー ブ ル

移動用クレーンに使用さ九ている平型ケーブルは,クレーンの移

動にともない,3条のケーーゾルを同時にリールに巻き取ったりある

いほリールから繰り出したりするため,常に張力が等Lくなければ
ならない｡

この考案ほ,絶縁線心1を複数木並列させた周_卜に,天然ゴムあ

るいは合成ゴムのような弾力性を有する外部被覆2を設けた平型ケ

ーブルにおいて,平面部3の両但l頼嗣こ,圧力を血1えないニl人態におい
ては隆起し,圧力を加えた状態iこおいては平而となるような可変隆

起部4を形成したものである｡

この考案によれば,可変降起部4は圧力によって変形Lケーブル

厚みを変化させて自動的にケーブル引主力を補正し,ケーブルの巻き

取り繰り出し時に生じやすい長さのアンバランスを,うまく調整す

る役割を果たすものである｡この結果,三条のケーブルは常に均等

な長さと張力によって巻き取りあるいは繰り目しが行なわれて,こ
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の種移動用クレーンをス｣∵-スに運動できる利点がある∩

(斎 藤)




